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審査結果の所見 

 抗体、核酸、糖など主に生物学的手法により合成した大分子医薬品は、

極めて高額であり単一化合物でないことも問題となっている。このため、

De Novo 合成に威力を発揮する化学合成手法の開発が不可欠である。応

募者は酵素にヒントを得たチオウレア触媒やチオウレア-ボロン酸ハイ

ブリッド触媒を独自に開発することで新たな研究分野を開拓し、国際的

にも評価されている。本研究では、開発した触媒の各部位の最適化を図

りながら、これまで困難であったペプチド結合やグリコシル結合を超効

率的に合成する手法を確立することを目指しており、先駆的かつ実現性

のある研究内容であり、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると

判断した。 

 

 

 


